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はじめに
ガイダンス不lAの声が聞かれてひさしいが，近年生徒指羽という
ととばとともに再興の機運が訪れてきている。も ~f)‘つてのガイダ
yス不援の原因が教師の中に存在しているとするならば，再び教育
のあり方を見直モうとするζの機会に，教婦の態度について，慎重
に考えなげればならないと忠う。その一環として，進路相談を担当
してきた自己自身の態度を分析し.問題点を発見して態度変容の方
向を求めたいt考えた。 h
I 研究目的
1 カウンセリング担当教師の態度を分析する方法を考える。
2 態度広闘する問題点をまとめる。
3 改善の方向を検討する。
E 研究の手順
l 態度についての概念を規定する
桐人が問題ゃあるできどとそのものあるいは人などに対して，な
んらか意識的無意識的評価をもち，そして対象に対して志向する方
向の準備状態であるとする。さらに，態度には.認知的要素，感情
的要素.行動的要素などのすべてを含むものであると考える。
2 カウンセリングの概念を規定する
との研究では，ログャーズの錠唱するカウンセリングの考え方を
用いる。 tl>'; '/セリングには各種の立場があり，方法も多少異なっ
ているげれども.ロジャー ズの唱えるものがすべての基本になって
いると考えたからである。
5 カウンセリング担当者の態度を尺度化する
(1) 建設的な人格変容をもたらすのに必要にしτかつじゅうぶ
んな心毘学的条件
ロジャー ズは.もし f-の条件jがかなりの期間継続するならば
いの結果JiI;得られるであろうとして，人格変容に関する 6条件
をあげている。そのうち，特に次の三つの聾件が強調きれ，とれが
縞たされたときには，テライエントに変化がおとってくるであるう
として，七つの段慨を示している。
Z. 1 -‘u 
。治療者は自己一致しており，全体的統合をもっていること。
。治療者はヲライエントの内部的準拠枠について共感的な理解を
経験しており.その経Iをクライエントに伝達するように努めt
いるとと。
0 治療者はヲラ 4エントに対し， 無条件の積極的尊重を怪験[，'(
いるとと。
とのととは，敬仰の態度いかんKよっては，主徒の建設的な人棋
の変容が期待できるととを暗示している。
(2)態度判定の尺度
教師の態度を判定するために ，まずカウンセラー が必裂とする態
度を分析する項目化を試みる。モしてそれぞれの項目を一次元の連
続休としてとらえ.一方の極がカウンセラーの条件を満たすようE
し，とれと相反する極とのこつの極を設げて.どちらの極に近いか
を判定するととによって態度を判定しようとする。もし算出されt
係数が且 90を上回るならば .ζの反応。:ー 次元のモデJレにのるも
のであり，尺度化が可能であるとと。そしてその時の頃目および事
例の順位を悶屈の態度変震の関数と考えてよいという尺度解析の理
論Kしたがって.再現性係数を求めるζとにする。できあがっtも
のは第l表のとおりである。
4 判定の対象となる事例を抽出する
カウンセリングにおげる態度を験討するのであるから，まず面接
場面が問題となる。次に個人の態度変化をも検討しなげればならな
い。しかし，而織の対象となったものはすべてなんらかの問題をも
ち，その解決のために相談がなされていたわげであるから，直接的
には問題に応じていかに変化したかを検討するのが適当と息われるa
それにはどのような問題をとりあげるべきなのであろうか。
教師が一般的に考えるのは~Jí域日11の間閣である。しかし領域別の
問題は敏iせによって判断される烏合が多<.しかも問題がいくつか
の鎖域にまたがっているのが普通である。相談の経験からすると，
個人は同じ領域の問姐であっても ，それぞれ違った問題意識をもっ
ているし，教師の反応も彼自材が問屈をどのように考えているかE
よってytなるように忠われる。そこで，彼がそのような設候をあら
わず原肉別に整仰をするのが妥当であろうと;唱えてみた。結局比較
的独自な明瞭It性絡をもっているとされているポーディン・ベピン
スキー範もゅう(心ll~学部j診断1ðちゅう)にしたがって他出 ~ftも
のが，官~ 2京である。
事例f.l，JI'i rC)liJ肢があっておどおどしている生徒，自己主慣が
強〈実行力のない主役，進昨1決定をあせってb、る主lL生活感IQや
河t1lrn、，-)ているN .門主的学留ができ・ない生徒，人身の偏見に
耐えてい る 生徒 . 世: 1立がil!iいとみられがちな主iL 進学問!W(:~踏
をj)":.'ti.1: な，1"11 ~ m持例であ る今
5 基準にしたがって事例を判定する
〔第3~民参照のとと)
第1;霊 態度判定の尺度
態 度 の 級 点
判定の指標|
+ の極
7 問題性の認識に関して 感情的次元
イ 面接過程の駕解 H 自律的経~ {自律的経験
ウ 問題解決の責任 M 生徒 教師
工 面篠崎の情緒 1 開放的 閉鎖的
オ 来談者の理解 /1 共感的 診断的
力 指導の立場 M 個性化 社会化
キ来談 /1 非指示的 指示的。面接場所 /1 一定 不定
ケ 指導の方法 /1 全人的対処 対定的対処
コ 面接時の言動 M 許容的 権威的
サ 言語表現の技術 p 専門的 一般的
シ t黙の受容 1 可能 不可能
ス 情報の提供 1 客観的 主槻的
セ 相談内容の報告 m 不要 必要
第2衷 心理学的診断範ちゅう
A 自信の欠如 白己の行動や選択について自信がなく不
安定で他人に依存したがる。
B 情報の欠加l 達成しようとする目標について。じゅうぶ
んな箭撃をもっていない。
自己g身についてじ唱うぶんな情報をもc 1/ 
うていない。
B 技能の欠如l 社会的技能が不足している。
E 1/ 学習技能が不足している。
F 対人的葛経 外部から欲せざる圧力を強制きれる。
G 内部的 M 葛藤の原因が自己自身の内部にある。
日 選択の不安 どれを選択しても現在の安定がおびやか
きれるので決定ができず不安をもっ。
6 判定結果に基づいて態度の傾向をまとめる
( )内は第2表の符号である。
(1)態度は問題に対する教師の判断によって変わる。(事例)
0 選択問題 (1青絡に関する問題，規範に始東きれない問題)に関
してはカウンセ 1)/fの態度に近づいている。 (G• F • H) 
口 非選択|問題(認知や技能に関する問題，規範に納束される問却
に関してはカウンセVングの態度から遠ざかっている，(B，C，ED)
121態度は項目別にも傾向を示している。( )内は，第l衰
の符号である。
。面接時におげる教師は .感情約にも行動的にもー部分カウンセ
リングの要素を満たしている。(コ，エ)
0 教師と生徒との関係は ，カウンセリングにおげる関係とは異な
ったものになっている。(ケ，ォ，ワ.ィ.7-)
。聡.IJi上当然の行誌がマイナスの作用となっている。(セ)
o 専門的技術が用いられていない。(サ.シ)
(3) 選択問題に関してはカウンセザング(~J要素の再現性がみら
れる。(第4表のA)
D 行動が許容的である。(コ)
o 情絡が関般的である。 (工)
(4) 非選択問題に関しては非カウンセリ /'1的要素の再現性が
みられる。(第 4表のB)
o 人間の理解に関して対症的診断的である。(ケ，ォ)
o ~師と生徒との直接持におげる関係は . 教師の方が権威的指示
的な関係である。(ウ ，ィ ，シ)
0 教師は相談内容連絡の責務を負っている。(セ)
。教師はカウンセりングの専門的技術を用いていない。(サ，シ)
第3表態度判定 第4表態度判定とその傾向
E? ABCDEFGH 
了 OxxxxOOO 
-IlxxxxxOOx 
ウ xxxxxOOO 
エ OOxxxOOO 
古 OxxxxOOx 
カ OOxx><OOO 
キ xOxxxOOO 
ク OOxxxxOO
ケ OxxxxOOx 
コ OOOxxOOO 
サ xxxxxxxx 
:;Ixxxxxxxx 
ス xOxxxxxO 
セ xxxxOxxx 
JE?l Gm… 
101 A |再現性係数
(事例)
(項目)
ともに
0. 9 4 
????
?
?
E 考察
l 態度の傾向にみられる問題点
{ ( )内ローマ字は問題点の背景との関連を示す}
① カウンセリングにマイナスの作用は非選択問題にあらわれる。
????
(a，e，f，h，i) ょうとしない人悶になりやすい。
② カウンセリングの専門的技術が伺いられていない。 (d，f， (4)受Ij入れるべきだという規範から出発しており，受げ入れるよ
i. j ， k) うな人間になるまでの過程が宥過されている@
(弓 対症約な指導を行なってb、る。 (e，B，h，i) (5) 行動の規制判官掃のおもな方法にわてしまい， 主徒の情緒的な
@ 診断的な理解を行なってb、る。 (b，d ， f， B， i ， 1， m) かたよりをli'!大させる。
@ 教飾品1解決の責任を:&.識している。 (a， b， C ， d ， e， f (6'， 生徒の責任を教師が白い，向主性jlt長の基盤を失なうととにな
g， i) る。
@ 面持をi開場面と考えている。 (b， d ， f • i) (7) 生徒の情緒が鴎放きれず， 教師との相談図像が成立しにく い。
⑦ 主観的な情報を伝達しτいる。 (b• C ， d ， e • f • k) (8)徴候自体が矯正の対象となり，原泊にまで手が{師向ため効巣
③相談結果を連絡している。 (c，e. f. j. k. 1， m.ゆ が少ない。
191 教えるととが指導的中心となり.隈性に訴えるととが多いため
2 問題点の背景
かえって生徒に閉鎖的な情絡をもたせやすい。
{ ( )内数字は態度の傾向にみられる問題点との関連を示す} (10)個別指導に忠い切った時間と労力を費すととができず，集団指
a.社会的要認に応えな砂ればならないという意識がはたらいてい 却にウエイトがかかりやすい。
る。 (1， 5) (1) 有効な相談ができない。
b・生徒よりは優位にあるといった意識がはたらいている。(4， (12) 教舗が責任をとるととの前挺となり，しばしば一面的な知識で
5 • 6 ， 1) 指導It.当たる結果になりやすい。
c.教師が解決するのが当然と思っている。 0，1 ， 8) {1却 先入観をもちやす<.開放的な心開をm成しに〈い。
d.宿場したものは受げ入れるという仮説に立っている。 (2，4 (14) 総務の維持が不可能となり.生徒は思うζとがいえなくなる。
5 ， 1 I G ， 7) 
e.担当期間内の現象的効果を期待されている。 (1， 3 • 5 ， 7 
f.権威と依存の関係から抜げだせない。 (1，2，4，5，6.
7 • 8) 
g.教師のわくから問題を理解しようとする。 (3• 4 • 5) 
h.問題を徴候でとらえている。学力の不到達行動の泡脱等 (1• 
i 認知的技能的問題として理解している。(1， 2 ， 3 ， 4 ， 5 
j 館別指謂の効果に不安がある。 (2， 8) 
k.専門民伎術に無知である。 (2，7，8)
1 .生徒について知るζとが重要視されている。(I • 8) 
m.診断評価は聡務のひとつである。 (4， 8) 
n.樹袋内容の連絡は織務のひと.つである。(8) 
Z 背景がもたらすマイナスの影響
11)親の要請と教育との簡単な結合は，価値の怒絡を過去に求める
ととが事<，新しい子どもの変化に不安を感じて進!li性をはばむ
ことがある。
要請はしばしばー般化され抽象化されており .個性化に対 して
マイナスの作用となる。
l21 -jべてのものにとれを広める ζとは，古いものが新しいものに
~先するという考えに通ずる。
(3) i詰切がしばしば主徒の依存性を助長し.自己洞察のない ，考え
4 見いだされた態度変容の方向
{ ( )内のローマ字削~I凶点の背影との鈎迩を示す。}
(1)個人を具体的K尊毘するための媛し;方を海え.経験すると
と。 (a， b.白， j) 
限念の上での個人穆立iは常識、Eあり，また尊重しているという意
識に支えられているのが普通である。しかし ，はたして個人の行語
を個性的な過程として限解し ，i直を成長する人間と信じている人の
援し方であっただろうか。 st者の劣おに対する接し方であってはな
らない。
l21 他人の受'#力鉱大のために共感的理解者としての努力を試、
みるとと。 (d，e， g， i. k 11， m， n) 
問題は認知的で£るよりも情緒的であるという考えに立つ場合，
解放への多くの期待が生まれてくる。問題をもっ主徒は情緒の次元
において選択決定を行なっているようである。われわれは，まわり
の諸事象をあるがままに受げ入れられる状態 ，学習しようとする入
閣になるまでの過程を重視しなげればならない。そのためには情緒
の関般に力を注ぐ必婆がある。したがって ， 共感的ß~解は不可欠で
ある。彼が考えていると同じように考えてゆくためには，教師自身
の情結が関敏されていなげればなhないし，それを伝達する技術も
必要である。
教OfiI;共感的態度で接するというととは，生徒が受容的な関係を
経験する ζとでもある。このまうな経験によって生徒は新たな受容
力を身につ砂 ，さらに宵定的な受げとり方を可能に していくであろ
うと思われる。 ζのととは批判に耐える人間への成長につながり，
- 3 8ー
平和な社会に大きな頁献をするものと考えられる.戦争を考えない
教育においてもっとも要求されるものは.人の批判を受げ入れなが
ら自己を改造しτゆ行る人悶ではないかと思うからである。生徒の
欠陥の調1かいととるまで観察し，彼K綬切に注意を与えてやるとと
が数師の任務であるといった考え方位必ずしも妥当ではない。教姉
は診断的理解者ではなくて共感的週解者でなげればならない。一人
ム人の生徒はそれぞれみな違う生徒なのである。
(3) 個人の自主性伸長に非指示的方法を試みるとと。 (c• e 
f. 1) 
われわれはしばしば彼等にさせたととと彼等がしたζととを混同
して考えていたようである。週程よりも結果に対しての注意が大き
いからなのかもしれない。それはまた，結果のiZ任を教師が意識す
るからともいえる。教師の枠で生徒に指示し.教聞の期待どおりの
1向上を念ずる傾向が強い。とのととは成長する人間として彼等をみ
てはいないととを怠味する。生徒がもっベぎ責任を教舗が負い .彼
等の果たすべき責任の範闘を縮少しτしまっているともいえる。そ
とに生まれる教師と生徒との関係は績威と依存の関係であり .しか
もそのととが意識されないほど習慣化してしまっている。なにかに
つげて是認を求めてくる生徒rr.，なんらの矛盾も感ぜずK応答して
しまう。もっと彼等が依存の中に安住してしまわない人間，自己洞
察ので含る人間，考えようとする人間になるように教師は努カを払
わなげればならないと思う[.， ，子どもの非を大人の原因に帰する一
般的な観念には再考がほしい。依存から解放するためには，個人尊
重に裏づけられた非指示的な方法を研究すべきであると思う。非指
示的であるというととは，放任するととではもちろんない.F~ 解者
になるιとなのである。理解され ，(;t航されているという意識に支
えられた生徒に大きな泡脱を心配する必要はない。学習する責任は
主徒にあるのであり ，生徒は学脅させられる存在ではない。教制は
学習する糞j1:を自覚する人間になるととの責任を負っているので1
ないかと思う。
(4) 人閉め胞解とカウYセリング技術の研究を継続するとと。
N 今後の問題点
l 判定基準の客観性
第Iに項目化が適当であったかどうかである。とれはカウンセ lJ
yグの理解度と経験によって変化するので， 漸改変えてゆかねばな
らないものと患う。第2は事例抽出の妥当性である。とれには心限
学的な診断技術が関係して〈る。第3は両極の理解のしかたによっ
て判定が異なってくるととである。カウンセリ Yグと問題純ちゅう
をある程度理解していないと利用が困難である。総じて，客減性を
I習すために今後じゅうぶん検討の余地が残されているといえよう。
Z 変容を志向するさいにつき当たる壁
考案をとおして見いだされたものは， 悩人の態度変容の方向であ
る。しかし ，モの具体灼災践を倒人的になしうるかどうかを考える
時，ひとつの大きな段につき当たる。それらは個人の課題であると
同時に共同の課題とも受げとれるのである。まず体制という壁があ
る。学級担任であり教科担任である ζと自体がカウンセ qングにマ
イナスの作用をおよほしているし，診断も評価もまた当然な仕事な
のである。したがって，学級m任1"1一般にその学級の生徒に対して
のカウンセラー とはなり得たい。加えて，学級I!!任が生徒の一切を
代表するかのような意識があるとすれば，もはや情緒面を重視した
指導ははいり込む余地がなくなってしまう。また，問題点の背景と
してとりあげた意識が，全体的な承認の上に立って安定していたと
考える時，その変革には大きな障害が存夜することを痛感する。特
に留Iましたいのは社会的要請との関連である。高校へ入れてくださ
いという要請に裕習が主まれ，非行が多いの声に行動規制を強める
といった対症的な考え方は.むしろ ~IJ@.物 fζ苦しめられる結果しか
得られないととをわれわれは経験している。教師は社会的援請のリ
ーダーとならなげればならない。とのような心構えの中にとそ，カ
ウンセリ ングは迎え入れられるものと思われる。
むすび
カウYセリング担当教師の態度を分析して今後の方向を見いだそ
うと試みたのであるが，その過程で，特に規範から逸脱している主
役に対しでは|昔前向であり，診断的であり，評価約であるほか肘
なく.集団的尺度で側人をとらえようとしており，また彼等の責任
を縮少している等のp.ij問点が嫡出された。 ιれらを改善するために
偲人を具体的に啓重L，情緒を安定させて受容カを伸ばし ，依存の
習慣から解放するととによって責任の自覚と自主性を高めてゆかね
ばならないととを見いだした。しかし ，それらをなしうるような自
己をめざして態度変容の具体化を考える時，個人の問題であるより
もむしろ教師全体のjg¥iIとして考えなげれば解決しえないのではな
いかと思われてきた。
特に摘出された問題点を教育の歴史からながめる時 ，それらは前
近代的な意識とみるととができる。 教育はその流れの中でガイダン
スを見いだし.カウンセリングにまで高まっlてきた。混代の教師は
カウンセリ Yグを活用しうる人となっていなげればならないはずで
ある。もちろん教育をカウ Yセリングの考え方のみで進め工うとい
うのではない。権威も診断も詳細も規制もともに必要なのである。
重要なと とは，すでに見いだされている有効な教育機能を利Hlしう
る人になるととであり ，学校にその基礎があってζそ，カウンセラ
ーのI'i在価値が生まれ.その態度の変容も可能となるというととで
ある。
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